
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１ 「健康情報コーナー」などの常設コーナ

ーを設置していますか。 

 

 

 

 

 

 

質問３ 闘病記を収集していますか。 

 

 

 

 

 

 

質問５ 医療機関などのパンフレットやチラシの

設置または配布を行っていますか。 

 

 

 

 

 

 

質問７ 外部機関（医療機関・患者会・大学・行政

担当者・国立がん研究所等）との連携を行ってい

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問２ 「闘病記コーナー」などの常設コーナー

を設置していますか。 

 

 

 

 

 

 

質問４ 患者会資料を収集していますか。 

 

 

 

 

 

 

質問６ 講演会やセミナー等を開催していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

質問８ チラシや資料リストやブックリストの作

成配布を行っていますか。 

 

 

 

 

 

 

県内図書館・図書室の医療・健康情報サービス、 

闘病記・患者会資料についての現状把握に向けたアンケート調査 

 

「闘病記文庫」開設 15周年記念シンポジウム 2021の開催に併せて、県内図書館・図書室の医療・健康

情報サービス、闘病記・患者会資料についての現状把握に向けたアンケート調査を実施しました。県内の

公立図書館本館、大学図書館、病院図書室等計 30館から回答をいただきました。 

常設コーナーは、「健康コーナー」等が 3 割、「闘病記コーナー」等が約 6 割の図書館で設置されてお

り、コーナーのない館でも闘病記や患者会資料等を収集されています。また、医療機関などのパンフレッ

トやチラシを設置したり、連携を行われている図書館も多いことが分かりました。認知症予防講演会や健

康公開講座などの講演会やセミナーを開催している館は約 2割でしたが、特設の展示を行ったり、出前図

書館を実施したりする等、各館で特色ある取組がなされています。全ての館でパスファインダーが作成、

配布されており、広報誌やケーブルテレビなどを用いた地域住民への周知も積極的に行われています。 

2021年 6月実施 

※アンケートにご協力いただいた図書館 計 30館（県内公共図書館本館、大学図書館、病院図書室等） 



 

 

質問９ 資料の背表紙に「乳がん」などの病名表

示のテープを貼っていますか。 

 

 

 

 

 

 

質問１１ 医中誌 Web などの商用データベース

提供を行っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１０ パスファインダーの作成配布を行って

いますか。 

 

 

 

 

 

 

質問１２ 医療健康に関するレファレンス件数は

月に何件くらいありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１3 住民に対しての健康医療情報サービスの周知方法をご教示ください。 

・館内で毎月テーマを変えて展示。 

・依頼のあったポスター・チラシ等の設置、関連する資料の展示コーナーなどを実施している 

・図書館だより・町報・村広報誌・ホームページ・CATV・有線放送 

・図書館ホームページに闘病記文庫の表示ボタンあり、クリックすると闘病記文庫についての説明と

病名別に本が探せるようになっている。 

・「出前健康講座の開催（自治体、公民館等） 

・「健康公開講座」の開催（通常は年３回開催。2020年からは開催延期。）「出前図書館」展示     

・テレビ公開講座「健やか見聞録」放映：ＴＣＣケーブル 

・広報誌、病院だよりの発行、患者図書室の紹介や取り組みを掲載 

・公共図書館に患者図書室の案内パンフレットを配架いただいている 

・各病棟デイルームや、外来受付に患者図書室の案内パンフレット設置 

・病院入院案内に図書室についての案内掲載 

・外来受付設置のホスビジョンにて本の貸出をしていることを掲示 

・公開講座 

 

質問 14 その他、館独自の取組がありましたらご紹介ください。 

・「徳永進さんコーナー」：医師である徳永進氏の著作を集め、医療コーナーの一角に展示。 

・館内研修室にて保健所・役所関連部署等共催等による展示会（パネル・VTR・関連図書等） 

・認知症カフェで出前図書館の実施（休止中） 

・医療従事者になる学生が患者と家族の心情や事情を推し量り、どのような援助ができるか考える手

掛かりとしてもらうことを設置の主たる目標として考えている。 

・閲覧室の中央に近いところに企画展示コーナーを設け、１～２か月ごとにテーマを設定し、テーマ

に関係する本の展示・紹介をしている。現在は、４月からの新しい生活や環境の変化に対する緊張感

も解け、心の調子を崩しやすい時期であり、「ストレス」「セルフケア」に関係する本を展示している。 

・週５日（平日・フルタイム）常駐している臨床心理士にお願いをして、専門分野に関する図書のう

ち、大学生が読みやすい図書をリストアップしてもらい、事務局で購入し、配架している。 

・病室から出られない患者様向けに、本の出前を行っている。 


